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班 南 ア L7ア 研 究

のため成果があがっていないこと,仏教教育が行なわ

れていること,少数民族の教育問題があることなどが

述べられている｡タイは唯一の独立国として,教育制

度は比較的に整備されているはずであるが,問題は多

い｡浪費の問題は東南アジアの多くの国に見られる問

題である｡教育不足,職業教育,大学教育,文盲根絶

等の問題をもかかえている｡ラオスは東南アジアのう

ち教育面では最もおくれてお り,かつ政情不安定であ

る｡カンボジアは小国であるが,比較的平静であっ

た｡しかし文盲と人口増に悩んでいる｡旧宗主国フラ

ソスの影響はなお強い｡ベ トナムは多年の動乱に悩ま

されていることは同情にたえない｡教育も制度は整っ

ているが,義務教育はわずか3年であり,教育条件も

わるい｡マレ-シアは 3民族から成る複合国家として

教育用語などに困難な問題をかかえている｡この国で

はイスラム教による宗教教育が行なわれている｡文盲

の悩みは大きい｡シンガポールは最近独立した東南ア

ジア最小の国であり,マレーシアと同じ教育用語の問

題を持っている｡インドネシアは東南アジア最大の国

であ り,教育に大きな期待をかけているが,教育制度

はきわめて複雑である｡ 中等教育, 職業教育, 高等

教育,教員養成等の拡充計画がすすめられているが,

施設の不備,教育条件の劣悪などの問題がある｡フ ィ

リピンはスペイン,アメリカの影響を精神面で強 く受

けている｡教育は普及しているが,浪費,文盲などの

問題がある｡中央教育行政に委員会制度をとっている

点に特色がある｡

以上東南アジア各国の教育制度の共通点として,義

務無償教育の制度化,教育行政機構の整備,公教育費

への努力が見られるが,教育の実際はそれに伴ってい

ない｡先進国の模倣に急であって,新興国家としての

必要に即応していない｡職業教育,科学教育,体育も

軽視されている｡教育の悪条件,浪費も共通の難問題

であると指摘している｡

第 3部では,東南アジアの国々が大きな教育要求を

持って,その実現に努力しているにもかかわらず,そ

れには多 くの技術と経費とを必要とするところから,

自力のみでは解決できないので外部からの援助や協力

が必要である｡そのために ユネス コも努力している

が,アメ リカの援助に比べて,日本は何をしている

か,地理的にも近 く,互いに親近感も強いわが国が積

極的に援助や協力の手をさしのべることは,わが国に

第3巻 第5号

課された道義的責任であると訴える著者に強い共感を

禁じ得ない｡ (高木太郎)

津 田元一郎 Lr=ァ ジ アに お け る教育の基本問

題』,民主教育 協会,東京,1965,81p.

アジアの教育を理解するには,西欧的視点からでな

く,アジア的視点から見なければならない｡教育の普

及がアジア開発の至上命令であるとしても,産業の発

逮,生活の水準,人口増加,植民地主義の残存等アジ

ア特有の社会構造に即応して考えなければならないと

いうのが著者の立場である｡本書は,文盲の問題,初

等教育,中等 ･高等教育,アジアの教育の諸問題の4

章から成っている小冊子であるが,著者の直接の見聞

と多くの資料によって,アジアの教育問題をその底に

横たわる社会構造との関連において科学的に分析した

学問的にも価値ある好著である｡

第 1章では,世界人口の半ば以上を占めるアジアに

おいて,文盲率がアフリカに次いで高いのは問題であ

るとして,国ごとに性別,年令別,人種列,宗教別に

分析し,教育の普及や経済発展と文盲解消との関係を

論じている｡

第 2章では普及の現状,インドとタイの初等教育,

教育浪費の問題を取 り上げている｡第 1の問題では,

全人口に占める就学者の比率をもって教育普及の指標

とすることの危険性を述べ,カラチ ･プランの誤 りを

指摘している｡第 2の問題では資料の関係上インドと

タイに限定し,就学率の伸びをわが国と比較し,数十

年のおくれを指摘している｡第 3の問題では,教育の

おくれた社会の特質としての遅滞や脱落の問題をとり

上げ,小学校を卒業するものは,日本,台湾,韓国を

除き半数以下に減ずることを指摘し,その原因を追求

している｡アジアの初等教育普及計画は,それぞれの

国の地理的 ･歴史的 ･社会的条件の検討の上に立てら

れなければならないというのが著者の見解である｡

第 3章では,中等 ･高等教育拡充の急務,試験制度

の問題をとり上げている｡カラチ ･プランは人権宣言

の立場から人間の権利として初等教育の普及をとり上

げたが, OECDやECAFEに見られる教育投資諭から

は,アジアの経済開発のためには,中等教育の拡充こ

そ先決であると主張する｡技術草進の時代に加速的に

近代化を達成しなければならないアジア諸国では,栄

熟練労働力よりも近代技術をになっていけるマン･パ
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ワーを要求している｡産業構造からいっても,中等 ･

高等 ･初等教育の順に拡充が必要だとする｡そのため

に障害となるのは,アジアに伝統的な進学と進級 ･卒

業のためのきびしい試験制度だとして,選別制度とカ

リキュラムの改善の必要を述べている｡

第4章では,女子教育,教員問題,海外留学の問題

をとり上げている｡第 1の問題では,アジア特有の問

題である教育上における男女の差別の原因は,社会階

層の分裂にあるとしている｡高等教育-の女子の進出

は必ず しも低 くほないが,それは上流階級の女子に限

られている｡一般女子の就学率の低さは宗教の影響に

もよる｡アジアの教育は経済的 ･社会的 ･文化的要因

を抜きにして考えられない｡アジアの教育によって,

教員養成の拡充ほど緊急な課題はない｡人材養成を海

外に依存することも問題であるが,アメリカの影響力

の増大は無視できないとしている二 (高木太郎)

HydrologySection,SurveyDivisioIl,Royal

Thai Irrigation Department:jlydrology

andWater StudiesoftheLAMTAKONG.

Bangkok,1962.

LAMTAKONG Projectは,ノミンコックから約 100

km の地点で,コラー ト寄 りに存在する潅漑と洪水調

節を対象とした水利計画である｡この地方の流出量は

各年により非常に変動が大で,143-239mi1.cu.m と

変化 し,年間流出量の907/;)は雨期に流出 している｡

潅瓶を行なうためには, ど うして も年間流量の調節

を行な う必要がある｡全港闇二受Iu't面積は 238,000rai

(6.5rai-1ha),濯概に必要な最大用水量は 18C.m.S

で8月に生じる｡この年問の流Flll:調節のために,有効

貯水量 220nlil.cu.111が必要である｡ したがって洪

水調節に対しては,その全流出量が貯水されることと

な り,洪水時余水として放流するものは大 した量とは

ならない｡

貯水池内の堆砂量については,20mi1.cu.m を100

年間に見込んでいる｡

したが一)て総貯水量は 240nlil.eu.111となる｡余水

吐の設計に対してほ,流入計画洪水量は最大確率洪水

として 1,500C.nl.Sを考え,余水止巾は 40m とし,

計画流出余水吐量は 625C.m.Sとなっている｡この

洪水越流のための余裕水深は 4.20m とし,結局2m

の free-boardを考えて,/j'ム堤頂標高は +281.00m

紹 介

となる｡なお,濯慨期の取水能力は 20C.m Sであ

る｡

本計画書は,RoyalIrrigationDepartnlentによっ

て作成されたもので,モソス-ソ地帯の水利計画の考

え方に対して,一つの有用な資料と思われる｡なお,

筆者らは,木 Projectの水文資料について今後継続研

究していく予定であ り,ここに紹介した｡

本計画書は1962年に完成しているが,現在漸 く,事

業の実施が始まったところである｡ (南 勲)

J.MarvinBrown:FromAncientThaito

iWodernDialects.SocialScienceAssociation

PressofThailand,Bangkok,1965,ix+180p.

タイ系諸言語の比較言語学的研究はかな り古 くから

行われており,その文献もチベット･ビノして系の言語

に関するものより多いであろう｡本書は,それらのう

ちで最も新 しいものと言ってよいだろう｡ ｢新 しい｣

と言 うのは,ただ時間的に新 しいと言 うだけではなく

て,そこに用いられている方法論に関しても言えるこ

とであって,これが最も重要な点である｡すなわち,

東南 アジアの言語に関する将来の比較研究と言うの

は,同系統ではなかろうかと思われる言語から単語を

ひろい集めて,似た様な形のものをつき合まっせるに過

ぎないという傾向が,多少 ともあったL,これに対し

て,本書では,ただ似た単語のつき合わせと言 うので

はなく,整然とした理論に基づいていると言える｡赤

書が1962年に Cornell大学に捉出された doctoraldis-

sertationである点から現在の アメリカにおける東南

アジアの言語の比較研究の動向あるいは水準をある程

度しめすものと見てよいだろうO

著者は,1953年に初めてタイ同に来て以来のベ10年
閥を現地ですごしてお り,現在はバ ンコ､/クにある

AmericanUniversityAlumniの StaffLinguistsの

1人であるC一四二二の地域の言語を取 りあげて研究す

ると言 うだけではなく,一般的な言 語理論をも研究し

ており,自分の展開した理論を具体的な言語の研究に

応用していると言えるc Lかし,今までに発表した論

文 ･書物の類は,本書以外にはほとんどな く,私の知

る限 りでは,UniversityofFineArtscT)Journalに

発表された論文が 1つあるだけである｡ この論文は,

現在/ミンコ､ソク平野を中心とLて詰されているタイ国

号一部方言は, RanlKhamhaeng壬碑文に代表される
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